
 

湧 第 １６５ 号 

平成３０年１２月１２日 

 

 ご寄附いただいた皆様 

 

                            福井県大野市長 石山 志保 

                                （公 印 省 略） 

 

   水への恩返しキャリングウォータープロジェクトのご報告 

 
 

日頃から、地方創生・人口減少対策に向けた事業「水への恩返しキャリングウォータープ

ロジェクト」に対し多大なるご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 東ティモール民主共和国への給水施設建設支援について、計画していた 3 年間の活動も終

盤にさしかかり、3 年目の現地視察も 10 月下旬に実施しました。この活動は、地域資源を生

かした地方からの革新的な先進事例として、日本のみならず世界からも注目を集めています。 

つきましては、頂戴しましたご厚情に感謝し、これまでの活動についてご報告申し上げま

す。 

最後になりましたが、貴方様のますますのご健勝をお祈り申し上げますとともに、３年目

となる最後の支援にお力添えをいただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 支援内容 山の湧き水を、村まで引いてくる重力式給水施設を、村の人が協力して建設

することに支援しています。重力という自然の力を利用しているため、二酸

化炭素を排出しない環境に配慮したシステムとなっています。 

 

２ 支援先  東ティモールでも特に水に困っているエルメラ県、アイナロ県から東ティモ

ールユニセフ事務所が適切な村を６つ選定。 

【2016 年】エルメラ県 ウラホー村   受益者数 449 人 

      アイナロ県 ムロ村     受益者数 222 人 

【2017 年】エルメラ県 ハツガウ村   受益者数 552 人 

      アイナロ県 ホホアイリコ村 受益者数 261 人 

【2018 年】エルメラ県 タリモロ村   受益者数 355 人 

      アイナロ県 スロクライク村 受益者数 1,905人 合計 3,744人 

 

３ 報告書  別紙３枚 

       視察したエルメラ県ウラホー村とハツガウ村とタリモロ村、アイナロ県ムロ

村についての報告です。 

               問合せ先 福井県大野市建設整備課湧水再生対策室 

担当 伊戸、今村  TEL：0779-66-4813  



 

 
 
 
 
概要 
建設期間は 2016 年１０月～2017 年８月。7 ヶ所の 
水場のうち、5 ヶ所が集落内に設置され、学校と保健 
センターにそれぞれ 1 ヶ所ずつ設置されました。 
37 世帯 222 人の村人、228 人の生徒と先生が恩恵を 
受けました。学校では、農業の授業が始まりました。 
 
村には 6 人のメンバー（男性４人、女性２人）からなる水管理委員会が設立され、 
村人自身による持続可能な水源を運用・維持を目指します。 
 

コミュニティが直面する問題 
とても貧しいため、設備維持費の徴収は年１回、コーヒー豆の収穫後だけしかできないこと。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年撮影 水源地のタンク     2017 年撮影 出来た水場で水を飲む子 

 
 
エルメラ県タリモロ村（201９年完成予定） 
2018 年視察先 
 
 
概要 
材料が調達でき次第、給水施設の建設にとりかかります。 
集落５３世帯３５５人、学校の生徒 2００人と８人の先 
生が恩恵を受けます。また、水が通っていない他の集落 
にも水を分ける予定です。 
 
コミュニティが直面する問題 
一部の家には赤十字の支援で水が通っており集落内で不平等が発生している。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018 年撮影 学校              2018 年撮影 水源地 

アイナロ県ムロ村（2017 年完成） 

2017 年視察先 



 
エルメラ県ハツガウ村（2018 年完成） 
2017/2018 年視察先 
 
 
概要 
建設期間は 201８年４月～201８年１０月。２つの集 
落に暮らす 8９世帯５５２人の村人、２つの学校の 
５２４人の生徒と１６人の先生が恩恵を受けました。集 
落内には 1３ヶ所の水場が作られ、保健センター１ヶ所 
にも水が通りました。皮膚病の患者が減ったことに加え、 
水が来たことで、医師が治療できる範囲が増えました。 
 
村には 6 人のメンバー（男性３人、女性３人）からなる水管理委員会が設立され、村人自身
による持続可能な水源を運用・維持を目指します。 
 

 
今コミュニティが直面している問題 
とても貧しいため、設備維持費の徴収は年１回、コーヒー豆の収穫後だけしかできないこと。  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年撮影 水源地での皿洗い         2017 年撮影 村の雨水タンク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年撮影 村での皿洗い            2018 年撮影 水源地の給水施設のタンク 

 

 

 



 

 
エルメラ県ウラホー村（2017 年完成） 
2016/2017/2018 年視察先 
 
概要 
建設期間は 2016 年 11 月～2017 年５月。２つの集 
落に暮らす 80 世帯 449 人の村人、１つの学校の 
214 人の生徒と先生が恩恵を受けました。集落内には、 
15 ヶ所の水場が作られ、子供と女性は、山への水汲み 
から解放されました。子供が学校に通い、勉強ができる 
時間ができました。 
 
村には 6 人のメンバー（男性４人、女性２人）からなる水管理委員会が設立され、村人自身
による持続可能な水源を運用・維持を目指します。 
 
コミュニティが直面する問題 
とても貧しいため、設備維持費の徴収は年１回、コーヒー豆の収穫後だけしかできないこと。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年撮影 村の水場     2017 年撮影 洗濯する子  2017 年撮影  学校に新設されたトイレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年撮影 

←水源    ↑水汲みの様子      ↑学校に一番近い村のトイレ 

201８年撮影 手洗い場    201８年撮影 畑作を始めた人  201８年撮影 魚の養殖を始

めた人 


